
人に寄り添い、ともに進化する知能化されたモビリティ社会の実現へ

安全 ・ 安心ネットワーク技術
通信活用によるすべての交通参加者との共存

安全な社会システム
WHO 第2次道路交通安全のための行動の10年

SAFE SYSTEM APPROACH
システム全体で安全になるように、 道路、 車両、
速度管理、 道路利用者の行動、 事故後の対応を

積極的かつ同時に改善

Society 5.0

目指すべき未来社会
日本 内閣府 第5次科学技術基本計画

サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させた
システムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、

人間中心の社会

Honda safety philosophy

道を使うだれもが安全でいられる事故に遭わない社会をつくりたい

モビリティの
性能

交通
エコシステム

人の能力

Honda安全コンセプト

02-1 Honda Safety Concept

ITS HONDA A1 Panel JPN
Size A1 W840mm x H594mm 



2050年 全世界に於いて
Hondaの二輪・四輪が関与する

交通事故死者ゼロを目指す

Honda 安全の大義 Honda 安全理念

リアルな世界を
感性・五感豊かに感じて楽しむ

共存安全
すべての交通参加者に安全・安心を提供

2050年
死者ゼロに向けた施策

2030年
死者半減に向けた施策

すべての交通参加者との共存
事故リスクの未然回避

ぶつからないクルマ
衝突回避

見えない歩行者等
歩行者飛出し抑制支援

ドライバー状態
見守り

データ活用
（知能化）

通信活用
（協調型）

Honda SENSING 
前方をカバー

夜間歩行者、 自転車

2020 2030 2050

人の
能力

モビリティ
の性能

（二輪）

モビリティ
の性能

（四輪）

交通
エコ

システム

すべての
交通参加者へ 安全 ・ 安心

ネットワーク技術

トラブルに
巻き込まれない

安心

知能化運転支援技術

自ら引き起こす
事故ゼロ

人を理解する技術

出会い頭、
車線変更時衝突防止

Honda SENSING 360
全方位をカバー

Honda Drive Data Service
Road Hazard Condition Monitoring System

事故リスク評価 ・ 交通インフラ維持

先進ブレーキ
視認性 ・ 被視認性

Honda SENSING
二輪検知機能付き

教育の機会を大幅拡大
Honda Safety EdTech

Honda安全コンセプト

安全目標の考え方 安全技術ロードマップ

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

安
全
・
安
心
総
量
の
拡
大

※Honda車関与 : 二輪・四輪乗車中および歩行者、自転車（故意による悪質なルール違反、責任能力の無い状態を除く交通参加者）

「積極安全」

交通事故ゼロのモビリティ社会
「人命尊重」

02-2 Honda Safety Concept

ITS HONDA A1 Panel JPN
Size A1 W840mm x H594mm 



840×594mm　A1パネル_03

Honda SENSING 360

自動運転レベル3技術の研究開発で培われた知見やノウハウも生かした
事故回避支援機能の進化

・ 地域毎の事故分析から重点課題の交差点/路外逸脱/歩行者/二輪/
　後側方事故を分析し、対応仕様を構築

・ 全方位へ認識範囲拡大、予測判断能力の向上

前方交差車両警報衝突軽減ブレーキ

カーブ車速調整機能

車線変更時
衝突抑制機能

車線変更支援機能

低速走行または発進する際の
交差車両情報

二輪四輪交差車両対応

右左折時の横断歩行者対応

衝突回避の為
ハンドル操作を支援

カーブ手前で車線の曲率を
読み取り、車速調整

システムが車線変更に伴う
ハンドル操作を支援

機能拡大

交差点　出会いがしら
歩行者　車両 側方/対向対応

全方位センシングにより従来の運転では目視での確認が難しかった
車両周辺の死角をカバーし、他の車両や歩行者との衝突回避や運転に
伴うドライバーの負荷の軽減をサポートする

Honda SENSINGで採用している各センサーで得た外界状況を
統合して認知・予測・判断を行い、安全な走行を支援します

STOP

STOP

R

R R

フロントセンサーカメラ
白線/路肩を認識

障害物の種別を識別

中距離ミリ波レーダー
近傍の障害物の
速度/距離検出

中距離ミリ波レーダー
近傍の障害物の
速度/距離検出

外観認識

長距離ミリ波レーダー
遠方の障害物の
速度/距離検出

認知 予測：判断 操作

ITS HONDA A1 Panel JPN

Size A1 W840mm x H594mm 

03 Omnidirectional Advanced Driver-Assistance System Honda SENSING 360

狙い 技術の特徴

Honda SENSING搭載機能+5機能

技術内容



［視線ヒートマップ］ ［脳活動］
上

下

左 右

ペダル装置 視線計測装置ステアリング装置

初心者ドライバー

リスクミニマムドライバー

前方中心 認知不足

広範囲 高次の認知上

下

左 右

ドライバーの目の動きと運転操作

危険箇所を
見ていない

ハンドルの
切過ぎ

アクセルの
踏み過ぎ

規範運転モデルに近づくように支援

規範運転モデル

AIシステムが
規範運転モデルと比較

←少ない 運転中のヒヤリハット 多い→

初心者
ドライバー

リスクミニマム
ドライバー

初心者とリスクミニマムドライバーの
認知行動の比較

初心者とリスクミニマムドライバーの
運転行動の比較fMRI

人を理解する技術

事故を引き起こす ヒューマンエラーゼロを目指す
日常運転での安心に注目し、一人ひとり違う、状況によって異なるニーズに応える

機能低下 / 体調変化 自己コントロール 飛び出し

ドライバーの認知（情報処理） ドライバーの視線と運転行動

「運転リスクの検出」 「最適な運転行動の算出」

楔前部：リスクミニマムドライバー（赤）が早く反応

AIによる周辺リスク環境認識
ドライバー状態検出＆理解

脳↔行動
因果関係

規範運転モデル
AIによる最適行動の導出

赤：リスクミニマム　青：一般ドライバー

↑
急
操
作

緩
操
作
↓

ブ
レ
ｰ
キ
操
作

経験不足のドライバーは視野が狭いため、 リスクミニマムなドライバーの
ように広い視野の運転となる支援を行うことで、 ヒューマンエラーを低減し

運転が上手くなったと感じるような運転能力の拡張を目指す

運転中の脳活動とリスク行動の因果解析により、
真のエラー要因を明らかにする

人を理解する技術 ヒューマンエラー解明
狙い 技術の特徴

技術内容

06 Technology to Understand People

ITS HONDA A1 Panel JPN
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漫然運転によるミスしない運転操作ミスしない 見落とし 予知予測ミスしない

それぞれのドライバーの状態と交通シーンに応じた適切な運転支援により、運転時
のヒューマンエラーの発生を抑制し、一人ひとりに合わせた安心を提供する

・ ドライバーの状態、交通シーンを理解し、先読みしたリスクをドライバーに伝えるAI 
・ ドライバーのリスク認知をアシストするリスクセンスHMI
・ ドライバーの良い状態を引き出すバイオフィードバックHMI

眠気や疲労を軽減してくれる視覚・触覚・聴覚で
リスクを伝える

AIによるフラつき低減/
操作遅れ防止

Driver Augmentation HMI

振動刺激

外界
カメラ

室内
カメラ

ドライバー
リスク認知状態

ドライバー
覚醒状態 誘導刺激

視覚　リスクインジケータ

Seat vibrations

聴覚　立体音響

触覚　シートベルト制御

リスクセンスHMI

Biofeedback
HMI

交通シーン理解し
リスクを先読み

リスク報知
マネジメント

ドライバーの
状態を理解 将来状態予測

シーン
連動
配分

AI

覚醒アシスト

従来

AI

AI

ドライバー状態を理解・
予測し覚醒をアシストする

交通シーン・ドライバー状態を理解し
先読みしたリスクをドライバーに伝え
リスク認知をアシストする

操作アシスト 認知アシスト

運転能力拡張HMI

狙い 技術の特徴

技術内容
自車

自転車

歩行者

駐車車両

リスク

リスクに近づかせない

リスクに直面してから回避

07 Driver Augmentation HMI
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歩行者飛び出し抑制システム

・ V2PとADASの連携: ADASによる危険歩行者の特定、V2Pによる
  端末への通知

・ 車載カメラにより、見通しの悪いエリアを検知し、エリア情報を
  サーバーに集約し、周囲の交通参加者と共有することで、エリア内に
  存在する歩行者を検知

・ クルマと歩行者の協調により、危険を歩行者に伝え、
  歩行者自ら飛出しを抑制

・ 駐車車両等による見通しの悪いエリアに潜む、歩行者の存在を
  周辺に通知

・ 車両から目視できる歩行者の事故低減 ・ 車両から目視できないエリア内の情報の共有による歩行者事故低減

狙い 技術の特徴

技術内容

見通しが悪いエリアの特定
車載カメラにより、駐車車両などによる見通し

が悪いエリアを抽出

歩行者位置特定

歩行者端末HMI

車両の接近を
歩行者に伝える

車両HMI

・他車による
  歩行者検知情報
・歩行者端末からの  
  位置情報

見通しが悪いエリア内の
情報のサーバー集約

見通しが悪いエリア情報を集約し
周辺の交通参加者へ配信

歩行者の存在を
ドライバーに伝える

危険歩行者の特定 歩行者端末 HMI歩行者端末位置の特定
ADAS カメラにより、
危険歩行者の位置座標を
特定

最新測位技術により端末の
位置を高精度に特定

HMI で
飛び出し抑制

みちびき 衛星

基準局

直接通信

基地局通信

基地局
MEC
(マルチアクセスエッジコンピューティング) 基地局

見通しが悪いエリア

MEC(マルチアクセスエッジコンピューティング)

注意喚起

注意喚起

自車
(認識機能なし) 注意喚起

他車による
歩行者検知情報

歩行者位置歩行者問合わせ

補正情報の
生成

補正
情報

GNSS
情報

05 Warning System for Pedestrian Terminals

ITS HONDA A1 Panel JPN
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840×594mm　A1パネル_03

安全・安心ネットワーク技術

・ 通信活用によりすべての交通参加者とつながる
・ カメラ/プローブ情報により交通環境に潜むリスクを集約
・ 個人の状態/特性に応じて適切にリスク情報を配信

環境・ヒトセンシング 協調型リスクHMI

通信技術の活用により、それぞれの交通参加者の状態と交通シーンに
応じた適切な情報を提供することで、誰もぶつからない交通社会の
実現を目指す

すべての交通参加者の行動、状態を
推定、統合的に判断しリスクを予兆
する技術で、事故を未然に回避

早期社会実装に向け、協調プラットフォームの標準化を業界/官民一体で推進

行動予測・状態理解 車両HMI 歩行者/
二輪端末HMI

運動行動から潜む危険を予知

サーバー上に集約した情報群を地図に統合

ストレス、
体調変化を理解

すべての交通参加者の
個の状態を推定

効果的な意図の共有により
周囲と良好な関係を構築

交通参加者の行動、状態を推定、
統合的に判断しリスクを予兆

交通参加者DB
動的

準動的

準静的

静的

高

低

リ
ア
ル
タ
イ
ム
性 ・車線情報

・交通参加者の人特性
・規制情報・気象情報

・駐車車両の存在
・故障車、渋滞情報

・交通参加者の位置・人状態

●デジタルツイン ●統合リスク
　判断アルゴリズム

協調プラットフォーム

狙い 技術の特徴

技術内容

路側カメラリスクエリア

リスクエリアリスクエリア

路側カメラ

暴走車両

園児・児童

意識低下

注意力低下

他車による
二輪車検知

他車による
検知情報

リスクエリア
情報

歩行者
位置

視界低下

04 Safe and Sound Network Technology
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・ ブレーキ情報を活用して、急ブレーキ多発地点とその要因を特定し、
　事前の対策を促すことで事故削減と交通安全に寄与します

・ ブレーキの程度を細分化し検知することで、危険度の判定が可能です
・ プローブデータを活用する新ビジネスへの展開の可能性があります

狙い 技術の特徴

技術内容
走行する車両の挙動 ・ 状態を検知し、 データとしてサーバーに蓄積していることで、 社会のための様々な用途に利活用ができます。
例えば、 既存の仕組みでは検知の難しい 0.25G 未満のブレーキであっても検知ができるため、 通学路などの低速区域におけブレーキ作動を検知することができるため、
周囲の環境に合わせたリスク評価、 要因分析、 対策を提案することが可能です。

Honda Drive Data Serviceでは、 車両データを活用し、 車両とその
交通環境の分析を行うことで、 交通事故の未然防止を実現します
また自動車以外のデータ、 例えば気象やスマートフォンデータとの組み合わせにより、
様々な社会課題の解決に可能性を拡大します

路面標示の追加により、交通事故対策を施した事例（イメージ）
Before After

Accident
Legend

Weak Brake:

Middle Brake: 

Strong Brake: 

0G～-0.13G

-0.13G～-0.20G

-0.20G～

"STOP" road sign added

Marking meaning "STOP"
added to road surface

Breaking on-off / G-Acceleration
Vehicle Information

Road Type / Route / Time
Travel Information

Data

Honda Drive Data Service

08 Honda Drive Data Service / Evaluation of Accident Risk By Vehicle Data

ITS HONDA A1 Panel JPN
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Detection

Sensing Vehicle

Good/Poor/Bad

Construction Zone

Receiving 
Vehicle

Pothole

4G/5G 4G/5G

In the future

V2X

Road
Maintenance

Data 
Business

Road Hazard Condition Monitoring System

狙い 技術の特徴

技術内容

・ 周辺２輪車などへの情報共有を図ることができる
・ 迅速な道路環境の保全のために道路管理者が活用できる
・ プローブデータを活用する新ビジネスへの展開の可能性あり

プローブカーからのインシデントデータを該当箇所通過前に活用することで安全性
を高め，さらにその周囲の2輪車などに配信することで2輪4輪トータルの安全性
向上を目指す

V2X 技術による２輪への情報共有

・ インシデント情報の検出／認識 ;
1.  危険状況 ( ポットホール , 動物 , 悪天候 )
2. 車線状態
3. 工事区間

・ IoT
1.4G/5G : 車両 / サーバー間でのインシデントデータの送受信
2. V2X : 周辺の車両への情報転送

With

09 Road Hazard Condition Monitoring System
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Honda環境コンセプト

カーボンニュートラル
Carbon Neutrality

リソースサーキュレーション
Resource Circulation

二酸化炭素排出量、実質ゼロ
CO2 emissions, net zero

サステナブルマテリアル使用率100％
100% use of sustainable materials

クリーンエネルギー
Clean Energy

カーボンフリーエネルギー活用率100％
100% utilization of carbon-free energy

2050

Striving for a circular/resource-recycling society that aims for “zero environmental impact”
「環境負荷ゼロ」 の循環型社会を目指す

10-1 Honda Envronmental Concept
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「自由な移動の喜び」と「豊かで持続可能な社会」の実現

愛する人に逢いに行きたい 美味しい物を食べに行きたい新しい発見をしに行きたい

人々の永遠のニーズ 「移動の喜び」に応え続けたい

そのためには　地球環境を守らなければ　応えられない
だから 「持続可能な社会」を実現したい

つくる

つくる 水電解技術

集める 充電技術

つかうGT/GT-Hybrid技術

つかうFC技術

つかうFC製品技術

つかうバッテリー技術

つかう電動製品技術

集める CO2 分離技術

つくる CO2 還元技術

水素サイクル

電気サイクル

短距離・低出力

長距離・大出力

合成燃料

カーボンサイクル

再エネ由来の電気に加え
水素・カーボンを

エネルギーキャリアとして循環利用

実現したいこと カーボンニュートラルへ向けたマルチパスウェイ

太陽光由来のエネルギー

資源量豊富なエネルギー

様々な地域・用途に応じた
エネルギーを活用

適材適所なエネルギー・
パワーユニット技術を提供

Honda環境コンセプト

10-2 Honda Envronmental Concept
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Honda Mobile Power Pack e:
扱いやすく、そして頑丈で知能化した電池パック

Honda Mobile Power Pack e:は、様々な電動商品に電力を供給する
ことで、お客様に自由で豊かな暮らしを提供すると同時に、再生可能エネルギー
の活用を拡大し、カーボンニュートラルの実現に貢献します

モバイルパワーパック（バッテリー）と製品を別々にすることで、
多様なHonda製品間でバッテリーシェアが可能となり、バッテリーのコストや
資源の削減が可能となります

超小型モビリティ

小型電動
推進機

家庭用電力ストレージ
• 余剰電力利用
• レジリエンス対応

無音・ゼロエミッション
蓄電器

近距離移動用
モビリティ

電動スクーター

電動除雪機

太陽光パネルによる
モバイルパワーパック充電

バッテリーステーション

再生可能エネルギー

環境に優しく
賢い電気の利用

EaaS

自由に移動する
喜び

MaaS

生活が変わる、豊かになる喜び

※図は、以下を含みます
　 ・日本限定仕様
 　・開発中モデル
 　・コンセプトモデル

Honda Mobile Power Pack World

狙い 技術の特徴

・ 安全で高い信頼性
・ 高出力＆高容量で利用を拡大
・ 小型＆軽量で扱いが容易
・ 高耐久で長く使用
・ 低コストで市場に浸透
・ 48系（UN R136対応）

11 Honda Mobile Power Pack World
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Honda Mobile Power Pack e:（着脱式可搬バッテリー）との組み合わせにより、
家庭内や屋外での電源および非常時の電源など幅広く利用することができる
ポータブル電源

※上記の諸元は実際の製品と異なる場合があります。

電圧

定格出力

搭載バッテリー

給電方法

充電方法

連携運転

AC

DC

DC

AC

100V

1500W(VA)

Honda Mobile Power pack e:

2 口

USB 端子 Type-A : 2 口

AC 電源ケーブル用端子 : １口

ソーラー充電用端子 : １口

AC 並列運転端子：１口

Honda Mobile Power Pack e: 
交換口

AC 100V コンセント x2
USB 端子 x 2

AC 充電用ケーブル端子

主要諸元

INLET

OUTLET

諸元 特徴

AC 1500VAAC 1500VA

キャンプ（テントの中で） ライブ

1 2 3

平常時だけではなく、非常時も役立てることが可能

非常時

時　間 （h）

（v）主な使われ方

• DIY等　ガレージで活用

家庭用コンセント同等の定格出力
1500W(VA) 高品質電力波形 着脱バッテリー式

家庭で使用している電化製品を屋内や
屋外で使用可能

ノイズの少ない波形品質を有し、
ライブ・音楽鑑賞・作曲に利用可能

バッテリー交換により、充電待ちを
回避でき、継続的な電気の利用が可能

車中泊 音楽鑑賞・作曲
平常時の電源

（キッチンカー等）
非常時の電源

(避難所) 

Honda Power Pod e:
Prototype

歪みのある電気

平常時
野外イベントの電源やキッチンカーなどの
日常的な電源として活用

災害などの停車時には避難所など
屋内や車内の電源として活用

• アウトドア/車中泊での電源として活用
例えば、照明、電気毛布、電気ポット、炊飯器、
ノートPC、携帯電話の充電など

① バッテリー交換による速やかな運転再開
※長い充電待ち時間からの解放

② 2台並列運転とバッテリー交互交換を利用した
　 AC電力永続供給

片方のバッテリーを交換中は、同期中のもう1台からAC電力供給が続く

満充電バッテリー 空バッテリー

Honda Power Pod e: 日本仕様プロトタイプ
狙い 技術の特徴

・ Honda Mobile Power Pack e:を用いた充電・ 給電器である

・ 家庭用コンセント同等の定格出力1500W（VA）を取り出せる
　また着脱式可搬バッテリーを交換することにより、運転継続ができる

※災害現場や工事現場、 イベントなどヘビーユースに適した運転

電
　
圧
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Honda Power Storage e: Concept

電気の家産家消

電池の二次利用

※上記の諸元は実際の製品と異なる場合があります

主要諸元 Honda Power Storage e: Concept
定置型蓄電池としてバッテリーを再利用

Honda Power Pod e: Prototype
可搬型電源としてバッテリーを再利用容量 最大 5.２kWh（バッテリー４個使用時）

出力 約３kW

対応バッテリー Honda Mobile Power Pack e:

蓄電池無し 蓄電池有り

再生可能エネルギーの
余剰分を貯めて、
夜朝にシフト放電して利用
→ 蓄電池が必要

卒FITで余剰電力が高く売れず
PV電力は家産家消は加速 PV余剰を

蓄電
利用を
シフトPV余剰

暮らしの電力需要 PV発電力

契約電力を
削減

買電

※脱着式バッテリーを用いた系統連携には規格上の課題があります

バッテリーシェアリングでまず投資回収

四輪と異なり分解コストは不要
ロジスティックスも新品パックと差が無い

狙い 技術の特徴
モバイルパワーパックを家庭用の蓄電池として使うシステムのコンセプトモデル
モビリティ用途に適さなくなったモバイルパワーパックの二次利用方法も想定した
提案です

賢く貯めて、
　賢く多彩に使い、
　　万一の時も安心

① モバイルパワーパックを使った家の家産家消に貢献できるエネルギーストレージシステム

② バッテリー着脱機能を活かし、ストレージ機能だけでなくモビリティやHonda Power 
　　Pod e:との連携で電気のバケツリレーを可能とします

11-2 Honda Power Storage e: Concept
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Honda Fuel Cell Systems

水素CCS

よりクリーンな水素

FC Power Unit Prototype
FCシステムの多用途展開を検討

FC活用の可能性の探索研究
バッテリー優位なゾーン

水素・FC優位なゾーン
    

電気

再生可能
エネルギー

LH2

On-road
Maritime

Power Generation

Aerospace

Honda Fuel Cell Systems

“バッテリーでは難しいモビリティや
　　　　　　発電機の電動化に貢献”

H2
商用トラック 定置電源

船舶用 可搬型電源

宇宙用

共同開発

水素

酸素

水

燃料電池システム高圧水電解システム

狙い 技術の特徴
・ FC システムの連結により出力向上が可能
・ モビリティ/エネルギー種々の用途に応じて利用可能
・ GMとの共同開発により安価で長寿命化を果たしたシステム

FC コア技術の活用により、クリーンな移動と安心な電力を提供をすることで、
水素社会の早期実現を目指す

出
力

エネルギー容量

12 Honda Fuel Cell Systems
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